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直接対話を通じて未来を描く 

 
 

 ＪＲ連合は、10 月から 12 月の３か月をかけて、加盟各単組をはじめとするＪＲ連合を

支える組織との間で「総対話行動」を開始した。10 月 26 日にはＪＲ連合がＪＲ四国労組

に赴き意見交換を行った。 

 

ＪＲ連合の目指す姿は、ＪＲ産業及び関係各

社の持続的成長と組合員・家族の幸せ実現であ

る。ＪＲ産業を取り巻く環境は目まぐるしく変

化している中、目指す姿を実現するために、改

めて私たち労働組合の果たすべき役割をＪＲ連

合に加盟する単組、そして８万人を越える全て

の組合員がともに考え、共有し、明確化し、そし

て実行することが重要である。そのためには、

単組や職場の声を丁寧に把握し、内在する様々な課題を集約することが肝要との認識に

立ち、ＪＲ連合結成以来はじめてとなる「総対話行動」の取り組みを開始したものであ

る。 

 

総対話行動の中では、各社における労使関係の成果と課題、組合員の意識変化、組合

活動を展開する上での問題点など、職場実態に基づいた様々な報告が発せられている。 

 

国鉄からＪＲが発足し既に 30 年以上が経過し、今や国民生活に必要不可欠な輸送及び

生活サービスを展開する産業にまで成長した。一方で少子高齢化、人口減少など、私た

ちの前には厳しい現実が立ちはだかる。しかし、将来は決して所与ではなく、私たちの

手で変えられるものである。全ての仲間が安心して将来を展望できるよう、私たち労働

組合がその役割に磨きを掛け、労使が課題を共有しながら胸襟を開いて向き合い、ＪＲ

産業の持続的発展を実現し、そして全ての仲間と家族の幸せを実現する。その決意を胸

に、今後総対話行動を積極果敢に展開し、ＪＲ連合に集うすべての組合員、すべての組

織とともにさらなる進化に向け取り組む。そして、いまだＪＲ連合に結集していないＪ

Ｒ産業で働く多くの仲間に、ＪＲ連合への結集を力強く呼びかけていく。 

 


